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教  授  垣内 力 （主査） 




  GLUT12 は facilitative glucose transporter に属するトランスポーターであり、細胞内在性を示すクラス








は GLUT12 では行われていない。また、GLUT12 の局在に関する情報が不十分であり、生理機能は不明な
ままである。 
 本研究では大腸菌での発現・精製再構成系を用いて GLUT12 を精製し、基礎的なグルコース輸送機能の
解明と、免疫組織化学法を用いた詳細な発現部位の解析を目的とし実験を行った。 
 精製トランスポーターをリポソームに再構成したところ時間依存的なグルコース輸送活性が見られ、
GLUT12 は GLUT1 と同様にグルコースに対する高い親和性を示した。GLUT12 のグルコース輸送活性は
フロレチンに加えデヒドロアスコルビン酸、マルトース、スクロース、ATP、ADP、グルコース-1-リン酸
およびグルコース-6-リン酸により阻害された。一方で、アスコルビン酸、ガラクトース、フルクトースは
影響しなかった。これらの性質は GLUT1 と同様であった。 




 本研究により、大腸菌発現系による GLUT12 発現・精製、輸送活性測定系を構築した。精製ヒト GLUT12
は GLUT1 と同様のグルコース輸送活性を示した。GLUT12 はデヒドロアスコルビン酸が基質であること
や ATP によって制御されている可能性がある。また、免疫組織化学法によりマウス GLUT12 の新たな発
現部位を特定した。消化管だけでなく、腎臓や分泌組織に発現していることから、これらの組織において、
細胞内膜系に発現する GLUT12 はグルコース輸送だけではなく、その他の機能を有している可能性が示唆
される。 
 
論文審査結果の要旨 
 
審査結果に至った理由: グルコーストランスポーターサブタイプGLUT12については、細胞生物学的
アプローチによる機能解析は行われていたが、精製タンパク質を用いた機能解析は行われておらず、
そのグルコース輸送活性の性質は明らかにされていなかった。松尾氏は大腸菌での多量発現系を用
いてグルコーストランスポーターGLUT12のリコンビナントタンパク質を精製し、そのグルコース輸
送活性を解析した。その結果、GLUT12が同じサブタイプのグルコーストランスポーターGLUT1と同
等のグルコース輸送活性を示すことを見出した。さらに、GLUT12の生体内における発現部位を解析
し、GLUT12がGLUT1とは異なり脳下垂体等に発現することを見出した。以上の研究成果は、グルコ
ーストランスポーターGLUT12に関する生化学的、細胞生物学的知見を新たに得たものであり、その
新規性と重要性から博士に値すると判断する。 
  
